
○
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
五
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関

係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
複
数
の
確
定
給
付
企
業
年
金
を
実
施
で
き
る
そ
の
他
の
場
合
）

（
複
数
の
確
定
給
付
企
業
年
金
を
実
施
で
き
る
そ
の
他
の
場
合
）

第
一
条

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
四

第
一
条

確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
四

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
人
で
あ
る
確
定
給
付
企
業
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
（
第
三
条
第
一

二

法
人
で
あ
る
確
定
給
付
企
業
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
（
第
三
条
第
一

項
第
二
号
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
十
九
条
の
二
第
二
号
イ
、
第
百
二

項
第
二
号
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
百
二
十
条
、
附
則
第
六
条
第
一
項

十
条
、
附
則
第
六
条
第
一
項
第
一
号
、
附
則
第
七
条
第
一
項
並
び
に
附
則

第
一
号
、
附
則
第
七
条
第
一
項
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
を

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
「
事
業
主
」
と
い
う
。
）
が
他

除
き
、
以
下
「
事
業
主
」
と
い
う
。
）
が
他
の
法
人
で
あ
る
事
業
主
と
合

の
法
人
で
あ
る
事
業
主
と
合
併
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
合
併
の
日
か

併
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
合
併
の
日
か
ら
起
算
し
て
原
則
と
し
て
一

ら
起
算
し
て
原
則
と
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
場
合

年
を
経
過
し
て
い
な
い
場
合

三

（
略
）

三

（
略
）

（
事
業
主
に
お
い
て
選
定
す
る
代
議
員
の
定
数
を
定
め
る
こ
と
を
要
し
な
い

基
金
の
要
件
）

第
十
九
条
の
二

令
第
十
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の

（
新
設
）

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

基
金
の
実
施
事
業
所
の
事
業
主
の
う
ち
一
の
事
業
主
が
他
の
事
業
主
の

発
行
済
株
式
又
は
出
資
（
自
己
が
有
す
る
自
己
の
株
式
又
は
出
資
を
除
く

。
）
の
お
お
む
ね
二
割
を
直
接
又
は
間
接
に
保
有
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と

又
は
一
の
事
業
主
が
行
う
事
業
と
他
の
事
業
主
が
行
う
事
業
と
の
人
的
関

係
が
緊
密
で
あ
る
こ
と
。

二

基
金
の
実
施
事
業
所
の
事
業
主
の
九
割
以
上
が
他
の
法
律
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
協
同
組
織
体
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
所

属
す
る
こ
と
。

イ

当
該
協
同
組
織
体
に
所
属
す
る
事
業
主
の
う
ち
確
定
給
付
企
業
年
金

を
実
施
し
て
い
な
い
厚
生
年
金
適
用
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し
、
当
該



基
金
へ
の
加
入
の
勧
奨
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為
に
関
す
る
十
分
な

活
動
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

基
金
の
意
思
決
定
に
先
立
っ
て
、
事
業
主
に
お
い
て
選
定
す
る
代
議

員
に
対
し
、
当
該
基
金
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
指
針
を
示
す
こ
と
。

ハ

基
金
の
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
当
該
基
金
か
ら
定
期
的
に
報
告
を

求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
関
し
改
善
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
改
善
に
必
要
な
検
討
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行

為
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

（
資
産
運
用
委
員
会
を
置
く
必
要
が
あ
る
事
業
主
等
の
要
件
）

第
八
十
四
条
の
四

令
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

額
は
、
百
億
円
と
す
る
。

（
資
産
運
用
委
員
会
の
構
成
員
）

第
八
十
四
条
の
五

事
業
主
等
は
、
令
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

（
新
設
）

資
産
運
用
委
員
会
（
次
条
に
お
い
て
「
資
産
運
用
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に

、
積
立
金
の
管
理
及
び
運
用
に
関
し
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
を

構
成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
録
等
）

第
八
十
四
条
の
六

資
産
運
用
委
員
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
議
事
の
経
過
の

（
新
設
）

要
領
及
び
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
会
議
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

理
事
長
及
び
管
理
運
用
業
務
を
執
行
す
る
理
事
は
、
前
項
の
議
事
の
経
過

そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
、
代
議
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
主
等
は
、
資
産
運
用
委
員
会
の
会
議
の
議
事
の
概
要
に
つ
い
て
、
加

入
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

事
業
主
等
は
、
前
項
の
議
事
の
概
要
に
つ
い
て
、
加
入
者
以
外
の
者
で
あ

っ
て
事
業
主
等
が
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
も
の
に
も
周

知
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

前
二
項
の
議
事
の
概
要
の
周
知
は
、
法
第
七
十
三
条
の
業
務
概
況
の
周
知



に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
及
び
決
算
に
関
す
る
報
告
書
）

（
事
業
及
び
決
算
に
関
す
る
報
告
書
）

第
百
十
七
条

（
略
）

第
百
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

基
金
が
第
一
項
の
報
告
書
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
す
る
場
合
に
は
、

４

基
金
が
第
一
項
の
報
告
書
を
地
方
厚
生
局
長
等
に
提
出
す
る
場
合
に
は
、

当
該
報
告
書
に
監
事
の
意
見
（
二
以
上
の
事
業
主
が
共
同
し
て
設
立
す
る
基

当
該
報
告
書
に
監
事
の
意
見
を
付
け
て
代
議
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
議
決
を

金
（
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
基
金
及
び
積
立
金

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
額
が
常
時
二
十
億
円
を
下
回
る
、
又
は
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
基
金
を
除

く
。
）
の
監
事
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
金
の
事
業
の
健
全
な
運
営
を

確
保
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
結
果
の
い
ず
れ
か
を
考
慮
し
た
意
見

）
を
付
け
て
代
議
員
会
に
提
出
し
、
そ
の
議
決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
一
条
の
三
第
三

（
新
設
）

項
に
規
定
す
る
監
査
法
人
の
監
査
の
結
果

二

公
認
会
計
士
法
第
三
条
に
規
定
す
る
公
認
会
計
士
の
資
格
を
有
す
る
者

（
新
設
）

（
同
法
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。

）
の
監
査
の
結
果

三

前
二
号
に
掲
げ
る
監
査
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

（
新
設
）

る
も
の
の
結
果



附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
監
事
の
意
見
に
係
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の

省
令
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
給
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
第
百
十
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起

算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
以
後
最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
。


